
【教育理念】児童の笑顔、教師の笑顔、保護者の笑顔が魅力ある学校を作る 

授業参観 
 先週金曜日は、３学期最初の授業参観・

学級部会でした。 

今回は、１年生はドッジビーと凧作り、

２年生は算数の学習、３年生は親子調理、

４年生はドッジボール、５年生はボッチャ、

６年生は薬物乱用防止教室と制服採寸とい

う内容で、親子で活動する学年が多く、い

つもの参観とはまた趣が違うひとときでし

た。（２年生は１２月に親子レクを済ませて

います。）お仕事や御家庭のこともある中に、

時間を確保していただき感謝いたします。 

学校で見せるいつもの表情とは違い、パ

ワーアップした笑顔や甘えた素振り、学年

が上がると少し照れくさそうな表情を見る

ことができました。保護者の皆さんが見せ

る笑顔も、授業参観の醍醐味です。子ども

たちやお母さん・お父さんのそんな姿を見

ることができるので、私は授業参観が大好

きでした。そんな中から、指導のヒントを

もらうこともできました。 

子どもたちにとって、親をはじめ家の人

が学校にやってくる、一緒に活動するとい

うのは特別なことです。そして、友達のお

母さん・お父さんのことや親子のやり取り

を見て、自分の家と比べたり確認したりも

します。中には、家の方の服装を見る子ど

ももいます。 

子どもたちは、いったい何を比べたり確

認したりしているのでしょうか。それは、

自分の存在意義と親からの愛情です。友達

はどんな言葉を掛けてもらっているか、自

分にはどんな言葉を掛けてもらえるか。ど

う接しているか、どう接してもらえる…。

兄弟姉妹が３人いれば、家のなかでは３分

の１ですが、教室では１分の１、100％の

愛情をもらえますからね。子どもたちの笑

顔にも納得です。 

そして、家に帰ってから掛けてもらう一

言で、存在意義と愛情を更に感じることが

できます。学校には来ていなかった家族か

らの一言で、もっと感じることができます。 

たとえ授業参観に行けなかったとしても、

わが子の様子を他の親さんから聞いて声を

掛けることで、子どもが感じている寂しさ

を幾分和らげることができます。 

実は、兄弟姉妹がいても、愛情はその子

に100％注ぐことができます。注いでいる

つもりでも、子どもがそれを感じていなけ

れば、それは時間と同じように３分の１、

４分の１になるかもしれません。子育てで

は「自尊感情、自己肯定感、自己有用感」

などの言葉をよく耳にしますが、それらを

高めるのは特別なことではなく、日常の接

し方や会話の中にあると思います。教育理

念に掲げる「笑顔」は、自尊感情を高める

ことを目指しています。 

 

御寄付ありがとうございます 
 大野木場地区在住の横田清廣様、横田耕

司様から大野木場小学校へ図書購入費とし

て、横田孝智様から大野木場小学校ＰＴＡ

へ活動費として御寄付をいただきました。

ありがとうございました。 

 図書は、すでにいくらか納品が済んでい

ます。３学期は、「かしこく」アップのため

に、家にも本を持ち帰って読むことをめあ

てにしています。有効に使わせていただき

ます。 
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